
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（職員・水田伊七章先生揮毫） 

島定通信 第 95 号 

令和 5 年１０月２７日 

島原高校定時制教務

部 

今年の夏は、気温が連日３０度越える異常な暑さでした。３５度を超える日を猛暑日、酷暑日とい

うそうですが、日中に外に出るのをためらうような天候が続きました。集中豪雨なども各地で発生

し、これも異常気象の影響なのかと心配になりました。しかし１０月に入り、一転して日ごとに心地

よい秋風を感じる日が多くなりました。これからは勉強に運動、読書などをするには最適の季節を迎

えます。文化祭への参加、薪能のボランティアなどがありましたが、これからも中地区の体育大会を

はじめ、様々な行事があります。積極的に参加して、これからも有意義で楽しい学校生活を送って欲

しいと思います。 

「定時制・通信制生徒生活体験発表会」が１０月１日に佐世保市で開催されました。本校からも福

田紅静さんが、「失敗の悔しさをバネに」と題し、緊張したと言いながらも堂々と素晴らしい発表を

してくれました。当日は県内の各学校から１５名の発表がありました。それぞれの人が苦しい状況や

恵まれない環境などを克服しながら、目標や夢を持って定時制や通信制の学校で学び、人間的に成長

していく姿や変わっていく自分自身のことについて発表してくれました。発表を聞きながら、夢や目

標を持つことが、人としての強さに繋がることを実感しました。また、勇気を出して挑戦すること

で、これまでの自分を変えていこうとする素晴らしさを知ることもできました。その中でも五島高校

定時制３年の６８歳の下山春雄さんの発表は印象に残るものでした。家庭の事情で高校進学をあき

らめ、建築の仕事について日々の生活に追われる日々が続きます。６０歳を超えて生活に余裕ができ

たことを契機に定時制高校に入学し、現在も自分の目標を持って高校生活を送っています。「学びは

人生を豊かにする。思うようにいかないこともあるが、それでも初心を忘れることなく、これからも

一歩ずつ進んでいく」と話します。これまで高校に通えなかった下山さんにとって、学ぶことが楽し

さであり、自分を満たしてくれるものだったに違いありません。目標に向かって学んでいるという姿

には、まぶしさを感じるほどでした。 

ところで皆さんにとって、人生の豊かさとは何でしょう。もちろん、人ぞれぞれで感じ方や考え方

は違うと思います。仕事のこと、家族や友人のこと、勉強のこと、将来のことなど、さまざまあるの

かもしれません。一つ言えることは、自分の心が満たされる幸せな時間を持つことではないでしょう

か。そのためには、自身が求めていることに向かって、行動することが大切ではないかと思います。

もちろん苦しいことを乗り越えたり、苦い経験をしたりすることも人生の貴重な一部であり、人生の

豊かさをもたらすものです。物質的な豊かさだけではなく、精神的に豊かな人生を歩みたいもので

す。 

校長 岩橋 順弘 

９月８日（金）に、「人生の達人セミナー」を開催しました。長崎県福祉保健部の荒木忠厚様をお

招きし、島原の歴史、荒木様ご自身の体験、そして体験から学んだものについて、お話しいただき

ました。皆さんにとって、卒業後のことを考える良い時間になりました。 

― 生徒感想 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○仕事をするにあたって、その場所の魅力や歴史を知ることができると良さがわかり、見つけやす

くなると感じました。将来の職業について、もう少し考えようと思いました。 

○韓国でも長崎のことを発信したり、地元愛がすごいと思った。島原の魅力を少しずつでも見つけ

ていきたいと思った。就職先も、今日聞いた話を参考にしながら決めたいと思う。 

○人生において苦しいときや辛いときも、力を合わせればどうにかなるということ。たまには積極

性を出すこと。一生懸命することは大切だということを、今後の自分に生かしたい。 

人生の達人セミナー 

『人生の豊かさとは』  

道徳教育 

 １０月５日（木）に道徳教育を実施しました。テーマは、『ＬＧＢＴの人権』。 

 関連する動画を視聴した後、ＬＧＢＴについて大切な知識を確認し、一人ひとり考えをまとめま

した。 

― 生徒感想 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○もし友達がカミングアウトを私にしてくれたら、友達としてちゃんと尊重して 

 あげようと思った。 

○カミングアウトをしたとき、その友達はとても勇気を出したと思う。 

私もその人を傷つけないように気をつけたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活体験発表 

１０月７日（土）に、島原城薪能に本校の生徒が衛士と案内係

として参画しました。 

５年ぶりに島原城での開催で、誰も体験したことがありませ

ん。しかし、例年以上に厳かな雰囲気の中、少ない人数ながら、

生徒たちは一生懸命自分の役目に取り組みました。  

 来年度は、築城４００年の節目を迎えます。今回の体験をもと

に、来年度の活躍も期待しています。 

島原城薪能 文化祭バザー 

 ９月１０日（日）に、全日制の文化祭のひと

区画で、飲み物と鍋敷きを販売しました。 

 普段からアルバイトをしている生徒も、そ

うでない生徒も、お客さんに対して笑顔で接

客していた様子が印象的でした。 

 １０月１日（日）に、佐世保市で開催された

生徒生活体験発表大会に、４年の福田紅静さ

んが出場しました。アルバイト先での悔しい

思いと体験から学んだことを言葉にのせ、

堂々と発表していました。 

今 後 の 予 定 

１１月・・・・・・・・・・・・・・ 
 １日（水） 開校記念日 

６日（月） １年基礎学力確認テスト 

（～８日） 

１６日（木） 生徒会役員選挙 

１８日（土） 中地区定時制体育大会 

 

１２月・・・・・・・・・・・・・・ 
 １日（金） 期末考査（～６日） 

１９日（火） 避難訓練 

２０日（水） ケーキ作り 

２１日（木） 球技大会 

２２日（金） ２学期終業式 


